
 

   

 

 

 

 

 

「釣り文化振興促進モデル港 熱海港」指定証の交付式を開催します 

～防波堤を海釣り施設として開放し地域貢献～ 

 

１．概要 

静岡県熱海市からの申請に基づき、熱海港が「釣り文化振興促進モデル港」に指定され

ることとなりました。 

ついては、４月１７日（水）に「釣り文化振興促進モデル港 熱海港」指定証交付式を開

催いたします。（国土交通省港湾局長（代理：中部地方整備局港湾空港部長）より熱海市

長に指定証を手渡します。） 

※「釣り文化振興促進モデル港」の指定については別紙－１を参照ください。 

 

【「釣り文化振興促進モデル港 熱海港」指定証交付式 概要（主催：熱海市、中部地方整備局）】 

開 催 日 ： 平成３１年４月１７日（水） 

開催時間 ： １６：３０～（３０分程度） 

場 所 ： 熱海市役所 ４階 市長応接室 

        （住所：静岡県熱海市中央町 1番 1号） 

出 席 者 ： 齊藤栄熱海市長、中部地方整備局港湾空港部長 他 

 

３.取材について 

取材を希望される方は、別添の「釣り文化振興促進モデル港指定証交付式 取材申込書」

により、事前にＦＡＸ又はメールにてお申し込み下さい。 

取材申し込み締め切り：平成３１年４月１６日(火)１７：１５ 

 

４.配布先 

中部地方整備局記者クラブ、中部専門記者会、静岡県政記者クラブ、熱海記者会、四社会、 

港湾空港タイムス、港湾新聞、日本海事新聞、海事プレス、マリタイムデーリーニュース 

 

５.問合せ先 

国土交通省 中部地方整備局 清水港湾事務所 企画調整課 

企画調整課長 木全 啓介(きまた けいすけ)・係長 冨田 和希(とみだ かずき) 

TEL：054-352-4148 FAX：054-353-3072 

E-mail：pa.cbr-shimizukikaku@mlit.go.jp 

  

平成３１年４月１５日 

中 部 地 方 整 備 局 

清 水 港 湾 事 務 所 



国土交通省 中部地方整備局 清水港湾事務所 企画調整課 宛 

E-mail：pa.cbr-shimizukikaku@mlit.go.jp 

FAX番号：054-353-3072 

※FAXの場合は到着確認のご連絡をお願い致します。（TEL：054-352-4148） 

 

釣り文化振興促進モデル港指定証交付式 取材申込書 
申込方法：以下にご記入の上、FAX又はメールにてお申し込み下さい。 

 

 

会社名及び部署名 

 

 

会 社 名：                              

 

部 署 名：                            

 

取  材  者 

 

※全員分の氏名・役職 

を記入願います。 

 

 

 

 

 

 

代表者氏名：                                                        

 

役職：                            

 

同行者氏名：                            

 

役職：                            

 

同行者氏名：                            

 

役職：                            

連  絡  先 

※代表者の連絡先を

記入願います。 

 

電話番号  ：                            

 

ＦＡＸ番号：                            

 

申し込み締め切り：平成３１年４月１６日(火)17：15必着 

※ 取材当日は、16：00～16：30の間に式会場（熱海市役所）にて受付願います。 



「釣り文化振興促進モデル港」を指定しました
～青森港,秋田港,小名浜港,相馬港,新潟港,直江津港,熱海港,清水港,高知港,下関港,北九州港,芦屋港,別府港～

平成３１年３月２９日
港湾局海洋･環境課

【問い合わせ先】
港湾局 （代表）03-5253-8111
海洋・環境課 港湾環境政策室 成川(内線46672) 、青島（内線46673）

直通03-5253-8685、ＦＡＸ03-5253-1653

国土交通省港湾局は、観光資源としての港湾における釣り施設や既存の
防波堤等の利活用を進めており、平成３１年２月から３月にかけて地方創生

を目的とした釣り文化振興の取組が進められている港湾を「モデル港」とし

て募集し、１３港を釣り文化振興促進モデル港として指定致しました。

地方創生を目的とした観光等の取組を進めている中で、国土交通省港湾局は、観

光資源としての港湾における釣り施設や既存の防波堤等の港湾施設の利活用を

進めています。

一方、防波堤等での釣り人の転落事故等も見受けられますが、安全対策をしっか

りと行い、ルールを作り、関係機関の連携の下、防波堤等の港湾施設を多目的使用

をしていくことが、むしろ事故の防止・減少につながることにもなると考えられます。

このような背景の下、地域の関係者による釣り文化振興の取組が進められて

いる港湾を、釣り文化の促進をする港湾「モデル港」として、２月４日から３

月１４日まで地元協議会等から募集し、今般、１３港(青森港、秋田港、小名浜

港、相馬港、新潟港、直江津港、熱海港、清水港、高知港、下関港、北九州港

、芦屋港、別府港)を「釣り文化振興促進モデル港」として港湾局長が指定しま

したのでお知らせ致します。

「モデル港」には、協議会等の効率的な運営に関する技術的な支援、（公財）日本釣

振興会による安全対策やマナー教育への支援等を予定しています。

また、 「モデル港」の取組を他港等へ広く積極的に紹介しつつ、日本釣振興会等と

連携し、地方創生に向けた釣り文化振興の取組の促進を進めて参ります。

※(公財)日本釣振興会：釣りの全国団体で公益財団法人。全国各地において釣体験教室や釣

り場の清掃活動、マナー教育等の釣りの振興に関する取組みを実施しています。

<添付資料>

・釣り文化振興促進モデル港一覧

・「釣り文化振興促進モデル港」の指定について(募集時資料)
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釣り文化振興促進モデル港一覧

青森

新
潟

小名浜

相馬

熱
海

北
九
州
別
府

芦
屋
下
関

直
江
津

秋田

清
水

高
知

所在地 港　名 協　議　会　等

青森県 青森港  青森港釣り利用検討会

秋田県 秋田港  秋田港外港地区北防波堤釣り開放に向けた検討会

小名浜港  いわき小名浜みなとオアシス連絡協議会

相馬港  新地町海釣り公園協議会

新潟港  新潟港(東港区）第２東防波堤釣り開放等にかかる連絡会

直江津港  直江津港第３東防波堤釣り開放等にかかる協議会

熱海港  熱海港海釣り施設連絡協議会

清水港  清水港フィッシングエリア振興協議会

高知県 高知港  高知港の利活用等にかかる協議会

山口県 下関港  下関港湾協会

北九州港  北九州釣りいこか倶楽部

芦屋港  芦屋港海釣施設運営協議会

大分県 別府港  別府国際観光港みなとまちづくり協議会

福島県

新潟県

静岡県

福岡県
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【 別 添 】 

 
「釣り文化振興促進モデル港」の指定について 

 
国土交通省港湾局海洋･環境課 

 
１．「モデル港」指定要件 
  「釣り文化振興促進モデル港」の指定に対する要件は、以下の通りです。 
  以下の要件を総合的に判断して指定を行います。 
 ① 釣りによる地域創生・地域活性化を図るという地域の意向があること。 
 ② 釣り客の需要が一定程度見込まれること。 
 ③ 釣果が見込まれる防波堤等の港湾施設があること。 
 ④ 地元関係者からなる協議会等※が組織されていること。   
  ※； 構成員には、港湾管理者、地元市町村の参画が必要。また、協議会等が組織されて間

もなく、申請時に活動実績が無くても可。なお、港湾所在市町村が複数ある場合は、釣

り開放の候補となる防波堤等の港湾施設が所在する市町村のみの参画でもよい。 
 
２．提出物 
  応募時に、提出いただく資料は以下の通りです。 
 ① 「釣り文化振興促進モデル港」応募用紙（様式） 
 ② 釣り振興の取り組み状況・予定（自由様式） 
 ③ 添付書類 
   ◍ 協議会等の名簿（構成組織が判るもの） 
   ◍ 施設位置図（港湾計画図等に釣り開放の候補となる防波堤等の港湾施設が判るよう

に概ねの位置に印を付けたもの。） 
 
３．提出方法 
   ２．の提出物の電子ファイルをメールに添付し、平成 31 年 3 月 14 日(木)ま

でに下記担当へご提出ください。 

 

４．支援策 

・直轄事務所による協議会等の効率的な運営に関する技術的な支援 

・「（公）日本釣振興会」による安全対策やマナー教育への支援 

・「全国協議会（今後立ち上げ予定）」における情報交換・交流 

・国交省港湾局からの情報発信等による広報 

 

               担当（提出先）： 港湾局海洋･環境課 青島、眞鍋 

                    E-mail ；aoshima-t83ab@mlit.go.jp 

                         manabe-a2hd@mlit.go.jp 
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